
今
回
は
、
前
回
に
続
き
、
賃
貸
物
件
の

【
こ
の
設
備
が
あ
れ
ば
周
辺
相
場
よ
り
家

賃
が
高
く
て
も
決
ま
るTO

P

３
（
２
０
１
９

年
最
新
）
】
に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
全
国
の
不
動
産

仲
介
・
管
理
会
社
３
６
５
社
か
ら
の
回
答

を
も
と
に
集
計
し
た
も
の
で
、
4
年
連
続

で
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
料
】
が
、
単
身

者
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
と
も
に
1
位
で
し

た
。
入
居
者
自
身
で
の
契
約
・
ま
た
工
事

の
立
ち
合
い
の
省
略
や
、
月
々
の
利
用
料

負
担
を
考
え
る
と
、
家
賃
が
２
，
０
０
０

円
か
ら
３
，
０
０
０
円
高
く
て
も
入
居
を

検
討
す
る
声
が
あ
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
【
追
い
だ

き
機
能
】
は
、
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
【
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
】

は
単
身
者
向
け
3
位
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

6
位
と
世
代
問
わ
ず
人
気
設
備
で
す
。

【
物
件
の
設
備
】
を
見
直
す
こ
と
で
、

【
建
物
の
価
値
の
維
持
・
向
上
】
に
も
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

《
資
産
管
理
部

柴
田
》

発
行
所

加
来
不
動
産
株
式
会
社

発
行
者

加
来

寛

・

ス
タ
ッ
フ
一
同

小
倉
南
区
守
恒
本
町
一-

十
二-

二
十
三-

一
〇
一

(

〇
九
三
）九
六
二―

五
八
一
一
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Ｑ
、
【
共
有
私
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
陥
没
し
、
通
行
に

支
障
が
で
て
い
ま
す
。
補
修
工
事
を
す
る
場
合
、
共
有
者
の
一

人
が
所
在
不
明
な
の
で
す
が
、
補
修
工
事
は
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
？
】

Ａ
．

で
き
ま
す
。

共
有
物
の
現
状
を
維
持
す
る
保
存
行
為
に
あ
た
る
の
で
、

民
法
２
５
２
条
但
し
書
き
を
根
拠
と
し
て
、
共
有
者
の

一
人
は
、
他
の
共
有
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
必
要

な
補
修
工
事
が
で
き
ま
す

所
有
者
不
明
土
地
（前
編
）

突
撃
！
と
な
り
の
賃
貸
管
理
業
務

当
社
の
玄
関
に
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
灯
り
、

事
務
所
内
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
可
愛
ら
し
い
ツ

リ
ー
、
ま
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に
変
わ

り
ま
し
た
。
世
界
中
で
祝
う
ク
リ
ス
マ
ス
。
何
だ
か

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
♪

い
よ
い
よ
ク
リ
ス
マ
ス

♪
加
来

■
所
有
者
不
明
土
地
と
は
？

所
有
者
不
明
土
地
と
は
、
「
不
動
産

登
記
簿
等
の
所
有
者
台
帳
を
し
ら
べ
て

も
所
有
者
が
判
明
せ
ず
、
ま
た
は
判
明

し
て
も
所
有
者
に
連
絡
が
つ
か
な
い
土

地
」
と
い
う
広
義
の
意
味
と
、

「
探
し
て
も
最
終
的
に
所
有
者
が
不
明
、

ま
た
は
所
在
が
不
明
な
土
地
」
と
い
う

狭
義
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
29
年
度
地
籍
調
査

に
よ
る
と
、
前
者
が
22
％
、
後
者
が

0.

４
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

所
有
者
不
明
土
地
問
題
が
注
目
さ
れ

た
の
は
、
記
憶
に
も
あ
た
ら
し
い
、
東

日
本
大
震
災
で
復
興
事
業
の
障
害
に
な

る
事
例
が
多
発
し
た
か
ら
で
す
。

所
有
者
不
明
土
地
は
、
全
国
的
に
存

在
し
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
所
有
者
不
明
土
地
の

合
計
面
積
は
、
九
州
全
土
の
広
さ
に
ま

で
お
よ
ぶ
勢
い
が
あ
り
ま
す
。

■
ま
と
め

こ
の
問
題
は
今
や
、
個
人
レ
ベ
ル
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
「
関
係
な
い
」

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
問
題
で
す
。

《
編
集

加
来
》

■
共
有
地
は
一
人
で
管
理
で
き
る
の
か
？

ご
相
談
内
容
を
図
解
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

共
有
の
土
地
は
何
か
と
問
題
が
発
生
し
や
す
い

の
で
す
が
、
ご
相
談
内
容
の
よ
う
な
保
存
行
為
は
、

一
人
で
も
可
能
で
す
（
民
法
２
５
２
条
）
。

で
す
が
、
最
近
は
テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
問
題
化
し
て
き
て
い
る

【
所
有
者
不
明
土
地
問
題
】
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 公 道

公 道

公

道 他人地

①所有者
不明

②相談者

③賛成

【舗装の陥没事例（共有地）】

要補修個所 ①～③の共有私道



先
月
の
末
に
、
大
分
市
内
で
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

２
年
前
に
受
講
し
た
資
格
の
講
習

で
、
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
た
会
社
さ

ん
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
講
師
を
同

期
の
方
が
務
め
る
と
い
う
こ
と
で
、

声
を
か
け
て
頂
き
受
講
し
て
き
ま
し

た
。タ

イ
ト
ル
は
、
「
相
続
と
節
税
対

策
」
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
最
近
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、
講
師
の
方
の
経
歴

と
経
験
を
も
と
に
し
た
、
現
状
と
実

体
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
聞
き
ご
た
え

の
あ
る
内
容
で
し
た
！

街
路
樹
が
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
美
し
く
輝
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
会
社
前
に
設
置
し
て
い
る
花
壇
の

花
を
、
冬
か
ら
初
春
に
か
け
て
咲
く
花
に
植
え

替
え
る
作
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
主
な
花
の
種
類
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

花
色
も
豊
富
で
、

花
壇
を
華
や
か
に

演
出
し
て
く
れ
ま
す
。

紙
細
工
の
よ
う
な

薄
い
花
び
ら
が
風
に
揺
れ
る

さ
ま
が
人
気
で
す
。

小
型
の
菊
に
似
た
黄
色
の
花
で
、

株
姿
が
よ
い
の
で
た
く
さ
ん
の

花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

八
重
咲
の
小
輪
の
花
で
、

か
わ
い
ら
し
い
形
が
特
徴
で
す
。

他
の
種
類
の
花
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
近
く
に
来
ら
れ
た
際
は
、
花
壇
に
咲
く

か
わ
い
ら
し
い
花
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《

加
来
不
動
産
を
美
し
く
す
る
委
員
会

今
井

佳
子
》

セ
ミ
ナ
ー
の
あ
と
は
、
懇
親
会
♪

九
州
や
近
隣
各
県
か
ら
集
ま
っ
た
同

期
の
方
た
ち
と
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
、
近
況
報
告
や
業
界
の
話
、
ま
た

同
期
な
ら
で
は
の
ノ
リ
で
楽
し
く
過

ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

気
さ
く
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
楽

し
す
ぎ
る
程
盛
り
上
が
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
が(

笑)

、
皆
さ
ん
高
い
志

と
豊
富
な
知
識
と
経
験
で
、
「
お
客

様
の
た
め
に
」
ま
た
、
「
業
界
を
良

く
し
て
い
こ
う
」
と
奮
闘
し
て
お
ら

れ
る
姿
に
い
つ
も
刺
激
を
も
ら
い
ま

す
。今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
知

識
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

「
そ
の
方
法
は
正
し
い
の
か
？
」

「
ほ
か
に
方
法
は
な
い
の
か
？
」
と

更
に
自
分
を
磨
い
て
い
か
ね
ば
と
感

じ
ま
し
た
。

来
年
は
、
さ
ら
に
知
識
の
研
鑽

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

《
西
村

創
》

“
不
動
産
に
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
波
・
到
来

”

不
動
産
情
報
サ
イ
ト
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
は
、
全
国
の
18

歳
か
ら
29
歳
の
学
生
・
社
会
人
の

２
，
０
５
６
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
。
初
期
費
用
・
家
賃
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

支
払
い
た
い
と
い
う
項
目
は
学
生
50
％
・
社
会
人
75
％
以
上

が
「
は
い
」
と
回
答
。
「
ポ
イ
ン
ト
が
付
く
」
「
多
額
の
現

金
を
持
ち
歩
か
な
く
て
済
む
」
が
主
な
回
答
。

西
村

創

の
感
動
体
験

著者：石田淳

出版：かんき出版

加来の 先月のグッときた本の紹介

ひ
と
こ
と
不
動
産
業
界

ウ
チ
。
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す

「『何回言えば分かるんだ！！』と口にしている
上司を見ると、私は“何回言っても教えられない、
ダメな上司です”と言っているように思えます」、
とある方から言われて、ショックを受けたことがあ
ります。この本は正にそれを教えてくれるものです。

例えば、『部下や後輩の成長に根性ややる気は関
係ない』とあり、そもそも「教える」とは『相手か
ら“望ましい行動”を引き出す行為である、と定義
しています。また、「『行動』というキーワードに
着目して見つめ直すと、上司であるあなたがやるべ
きことが見えてきます」とあり、反省しきりです。

私は右脳派・直感型なので、ついつい感覚で伝え
ることが多く、教え方が抽象的になっていると反省
することがあります。まずは、私の意識改革を行い、
共育ち（ともそだち）の共育（きょういく）を目指したいと思い
ます。

『マンガでよくわかる！
行動科学を使ってできる人が育つ！

教える技術』

ビオラアイスランドポピームルチコーレデージー


